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市政だより 人口の動き 法律相談日

10月1日現在前月比
11月15日(木)

人口 58，530+4011 
11 9時30分 ~15時

男 28，187+1611 
女 30，343 + 24 11 市役所市民相談室

世帯数15，575+3311 ;お気軽にどうぞ
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広々とした浴室

モ ダンな正面玄関 明るい居室

ょ:機麟え:
日当りのよい居室棟 舞台もある大集会室 近代設備の調理室

景勝の高台に

清和国完成
養護老人ホーム

老議0)主主きがいと安ちぎを
福祉行政の充実を目指す市は、この度久原郷の高台

に総工費約1億 9千 6百万円で近代的な養護老人ホー

ム 『清和国』 を建設しました。養老院的な感じをなく

した管理棟と居室棟 (3棟27部屋)を渡り廊下で結び

従来の4人部屋を 2人部屋として夫婦でも入居できる

ように配慮されており ます。洗面所、便所も 1部屋~

2部屋に1箇所づつで、明るい各部屋は朝日から夕日

まで日照時間も十分に取り入れてあります。交通の便

もよく、閑静な高台は 周囲 3sO度の眺望ができ、夜と

もなれば国立病院や久原団地の明りが色とりどりで、

下を走る国道の車のライトが尾を百|いて、地域社会と

の隔絶等感じられない景勝の地です。 10月25臼住みな

れた池田の旧園舎から移転された皆さんは、今後行き

届いた施設の中で楽しく健全で安らかな老後の生活を

送られることでし ょう。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/合同印刷
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字
の
名
称
を
廃
止

り

公
称
町
を

おおむ'

田園圃.

本
に

町
名
町
界
を
整
理

市政だより

大
村
市
に
は
、
ど
承
知
の
よ
う

に
戦
後
設
け
ら
れ
た
富
の
原
及
び

東
三
城
、
西
三
城
、
中
諏
訪
、
東

諏
訪
の
五
地
区
以
外
は
、
明
治
初

年
に
設
定
さ
れ
た
大
字
制
度
に
よ

る
公
称
字
名
が
あ
り
、
土
地
の
登

記
の
場
合
に
は
、
小
字
名
が
必
要

で
、
色
々
と
使
い
分
け
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
動
産
登
記
事
務
や
市
役
所
な

ど
へ
の
諸
手
続
き
、
ま
た
は
通
信

事
務
な
ど
何
か
と
不
利
不
便
が
あ

り
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
ま
す
と
別
表
ー
の

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
通
称
町
名
と
公
称
の

字
名
が
あ
り
、
市
民
生
活
上
、
あ

る
い
は
行
政
上
幾
多
の
不
便
と
繁

雑
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ

を
整
理
す
る
と、

字
の
名
称
が
廃

止
さ
れ
、
公
称
町
一
本
に
簡
素
化

合
理
化
さ
れ
別
表

2
の
よ
う
に
大

変
便
利
に
な
り
ま
す
。

日
川

白
川
川

年
川

nkU

H

 

A
・
川

和
川

昭
川

ま
た
、
こ
の
機
会
に
家
屋
の
密
集

地
域
に
つ
い
て
は
、
入
り
こ
ん
だ

り、

飛
地
が
あ
っ
た
り
、
判
然
と

し
な
い
町
界
も
あ
り
ま
す
の
で
原

則
と
し
て
、
道
路
、
水
路
、
河
川

鉄
道
な
ど
明
確
な
地
物
で
町
界
を

定
め
る
と
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
外

部
か
ら
訪
ね
て
来
ら
れ
た
時
な
ど

も
大
変
便
利
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
初
年
度

(
昭
和
四
十
八

年
度
)
は
竹
松
地
区
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
年
次
計

画
に
よ
っ
て
、
市
内
全
部
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

※
町
名
町
界
の
整
理
に
つ
い
て

は
今
後
『
市
政
だ
よ
り
』
等
を
通

じ
て、

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ど
協
力
下
さ
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

1 

通称の場合
| 公 称 の 場 合
戸籍住民登録.印鑑証明など|不動産(土地)登記など

大村市竹松本町940 大村市原口郷940 大村市原口郷字草摘940

大村市水田一区173 大村市乾電場郷173 大村市乾馬場郷字金丸173

大村市片町173 大村市173 大村市片町173

大村市宮小路町530 大村市竹松郷530 大村市竹松郷字宮小路530

表5.pj 

2 

通称の場合 l 公 称 白i大村市L廿秘本町9
戸籍.住民登録.印鑑証明など! など

大村市竹松本町940 大村市竹松本町940 I *FtnJt'ftts;;$:'1BJ940 

大村市水田町173 大村市水田町173 大村市水田町173

大村市片町173 大村市片町173 大村市片町173

大村市叫二丁叫大村市叫二丁削 大村市宮小路二丁目530

表Bリ

聴
覚
障
害
児
を
守
る
た
め

j親:
!のi
!dJ 
t冨 j

!発i

;足;

市
内
に
聴
覚
障
害
児
を
持
つ
親

た
ち
が
お
互
い
の
親
ぼ
く
を
は
か

り、

聴
覚
障
害
児
を
援
護
し
て
、

そ
の
福
祉
を
向
上
す
る
た
め
『
聴

覚
障
害
児
を
守
る
親
の
会
』

(
横

田
肇
会
長
会
員
二
十
名
)
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。

入
会
ど
希
望
の
方
は
次
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

横

田

肇

池

田

郷
二
二
五

「大村市汚物処理場」を

「大村市清掃センター」に

名称を変更します

現
在
施

工
中
の
廃

棄
物
処
理

施
設

(ご

み
焼
却
炉

一
日
五
十

ト
ン
処
理

施
設
、
し

尿
消
化
槽

一
日
五
十

キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
処
理

施
設
)
の

増
設
工
事

の
完
成
(
十
二
月
末
日
)
も
間
近
と

な
り
、
管
理
棟
も
昭
和
四
十
七
年

度
末
で
新
築
完
成
し
、
昭
和
田
十

九
年
度
事
業
に
お
い

て
、
場
内
緑

化
造
園
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

従
来
、
大
村
市
の
ご
み
、
し
尿
の

終
末
処
理
場
を
「
汚
物
処
理
場
」

と
呼
称
し
て
お
り
ま
し
た
が
施
設

の
整
備
、
場
内
環
境
の
美
化
に
万

全
を
期
し
名
実
と
も
に
環
境
衛
生

の
充
実
を
図
る
た
め
十
月
二
十
日

か
ら
従
来
の
「
大
村
市
汚
物
処
理

場
」
を

「
大
村
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
」

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
祝
っ
た

町
内
創
立
三
十
周
年

諏
訪
八
区
町
内
会
(
草
野
惣
次

郎
会
長
百
二
十
世
帯
)
は
、

昭
和

十
八
年
十
月
、
戦
争
最
中
に
当
時

の
空
廠
工
員
用
と
し
て
建
設
さ
れ

た
住
宅
団
地
で
、
そ
の
間
幾
多
の

困
難
を
の
り
こ
え
今
年
三
十
周
年

を
迎
え
、
十
月
十
三
日
記
念
祝
賀

会
を
盛
大
に
催
し
ま
し
た
。

二
十
三
年
に
わ
た
り
町
内
会
長

を
し
て
お
ら
れ
る
現
会
長
ご
夫
妻

高8

健

康

で
仕

事

に

は

げ

み

楽

し

い

家

庭

を

き

ず

き

ま

し

ょ甲つ。

諏
訪
八
区
町
内
会

を
表
彰
し
、
各
班
が
か
く
し
芸
を

ひ
ろ
う
し
て
喜
び
を
わ
か
ち
あ
い

古
品
7
U
や
ル
。

同
町
内
会
は
三
十
年
に
及
ぶ
夜

警
を
今
日
も
続
け
ら
れ
、

積
極
的

な
消
火
訓
練
を
実
施
し
た
り
し
て

常
に
町
内
の
安
全
に
心
が
け
、
楽

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

市

民

憲

阜

阜

)



l乙
親年
し中
み休
、む
職 こ
員 と
のな
体く
力ス
つポ
く l
りツ

の 職
休場
育 つ
振 く
興り
i乙に
貢 肋
献み
さ
れ i也
た域
功社
績 会

互 いる ま九会修に
いろ医 睦 し自体 ー ょ
のい 師会 た晴育会り
親 ろ 、は。れ優長
陸 な 看 市 の良 会 市
を職護立 文団員立
は 種 婦病 部体二 病
か の、 院 大と百 院
る人 事 内 臣し 十睦
た 達務 lζ 賞て 名会
めが 職勤 を 、
Iζ 、員務 受 十が 尾
昭 お 等 す け月社 崎

の!と 日 ボをノレ 全車1]
1乙ドかま i年 ・ 職二
しをくでノレ中ソ員十
てい沈休は行フが六
おつみみ昼事ト参年
りもがな休とボ加に
ま 明ちくみし l し 結
するな 続 を 、Jレて 成

ぐ病 け利 特 ・ パさ
楽院 て用 lζ 卓 レれ
し内おしパ 球 |
いのりてレ犬ボ 以
もム、今 l 会 l 来

でチ 願に が地 クb キ品h刀、主伴言!fメエーー「
早ソ特い防発 な コ二2-.ll且 Mノ不正与~r~ 西 沖 口
くウに し 犯生ど I 準九大準千田そ全木 Jレン全

引率塁手 5主主 」刈りましょう 。震2話露 首zzz喜善章芸
取 茂 は。いい草 O そ年区そ体 居 優 権 実
りしセ て よを 管 が占 惑 方 iζ 防ば源 害 雑 の 野 中 の シ 合 勝大業
ま て イ もう刈理な有土し々な犯か と 虫 草 空 O 他球学他ン 道 そ会団
し おダ どにり者い 者 地てがり上りなながき 選野 グ 大 の壮ノイ
より カ 協す取 ) 場(やお非 、大で つどお地 O 手 球 Jレ 会 他年ド
うまア 力るりは 合 占 建 り常付変なての い な 権 ク ス 第 ジミ
。す ワ をと害空に 有物 まに近聞くい発 茂 ど 大ラ カ 三 ンン

のダ お共虫きは 者 のす迷の題 、る生り に 会ブ Jレ 位 グ ト

( i才れ防し洗 下ゃ縁は うの すもたの
~~~て止 や た風さ断体、ほに多洗く悪みで風
一 E いの断く日い器のプかしいたなくや、 目

行また機機場。と台ラに まとくりなす 洗 場
う すめのをの アのス 置 しこ機まりくたは
立 。法取使洗 l 上チき よ ろはすが 、くい
刀 令 付うい スにッ 場 うに風。ちモ機つ

でけと場 をのク 所 。 は 目 で l のも
義 がきな 必せのが 置場 、 タ各 視
務感 はど ず 、よ な か な 漏 l部気
づ 電 、で つ 漏 うい など 電の 分 が
け 事 漏電 け 電 なと い 湿 し絶は 多
ら 故電 気 て し 絶き よ気 や 縁 いい

昭和48年11月 1日
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りおおむ市政だより(3) 

ーー
親

切

-・・・・栄えある優勝・.... 

上久原

諏訪

トボーノレソブ

八
月
ご
ろ
か
ら
市
内
各
地
区
で

実
施
さ
れ
た
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
十
チ
l

ム、

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
九
チ

l
ム
の
市
民
球
技

大
会
は
、
十
月
十
日
「
体
育
の
日
」

に
市
営
球
場
と
市
民
体
育
館
で
盛

パレーボーノレ

で

り
を

き

ま

市 民 球 技 大 会 終 る

大
に
開
催
さ
れ
熱
戦
を
展
開
し
た

結
果
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
上
久
原

が
三
度
目
の
優
勝
、
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
は
諏
訪
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

LH 
l「J今上 草桜 浦

!空iれ

j企の
!賞1

4 ~こ ;

;輝(
jく;

社

会

体

育

優

良

団

体

市

立

病

院

控

A
A
E
 

守

る

市

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

予

選

A
パ
!
ト

日

泊
泊田

日

辻

田

2

1

0
岩
舟
住
宅

2

l

D
岩
舟
住
宅

2 

0 

辻B
パ

l
ト

沖

田

沖

田
小
川
内

2 

0 

小
川
内

炉
問
円

品問

2 

D 

2 

0 

民

ま
y
し

事?

車

早

)

な

よ

，っ。

り

市

民

荒諏 諏 C

瀬訪 訪 i

湿

気

カま

丸丸 瀬

2 

0 

荒黒黒

2 

0 

大

き

ら

2 

0 

優
勝
リ
ー
グ
戦

諏

訪

諏

訪

沖

田

洗
た
く
機

計十

泊泊田

2 

D 

2 

日

2 

D 

日

体

育

功

労

者

や

ス

ポ
ー

十
月
十
日
「
体
育
の

H
」
市
民

球
技
大
会
の
開
会
式
で
本
市
の
体

育
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
と
各
種

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ

た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

①
体
育
功
労
者

ツ
賞
の
表
彰

下
山
達
雄
(
銃
剣
道
)

栗
原
忠
明

(
剣

道
)

尾
崎
国
雄

(
サ
ッ

カ
ー
)

平
野
力
(
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
)

④
ス
ポ
ー
ツ
賞

中
島
泰
二

山[出
ー



(4) りむおお

注
射
と
検
診

市政だより

圏
三
歳
児
健
康
診
査

昭和48年11月 1日
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対
象

昭
和
四
十
五
年
五
月
生
ま

れ
の
人
、
及
び
昭
和
四
十
四
年
八

月
か
ら
昭
和
田
十
五
年
四
月
生
ま

れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
h
T
受
け
て

い
な
い
人

日
時

十
一
月
二
十
七
日

午
前
九
時
三
十
分

i
十
一
時

午
後

一
時
l
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

料
金

無
料
で
す

※
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
下

大
」い。

圏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
延
期
に

つ
い
て

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン

の
製
造
が
お
く
れ
た
た
め
、
予
防

接
種
を
延
期
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
了
解
下
さ
い
。

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
の
納
品
の
め

ど
が
た
ち
し
だ
い
実
施
す
る
予
定

で斗ヲ。

史
料
館
関
館
記
念
展

日
月
日
日
か
ら

ん

市
V
一
史
料
館
は
、
去
る
十
月
十
ど
観
覧
下
さ
い
。

品

川
一
日
、
市
民
会
館
横
の
図
書
館
二
展
示
の
内
容
は
、
大
村
家
を
は
M

A

階
に
移
転
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
じ
め
、
市
内
外
の
方
々
に
ど
協
力
w

一
現
在
、
資
料
整
理
の
た
め
休
館
し

を
願
い
、
考
古
資
料
、
歴
史
資
料

~

ん
て

お

り

ま

す

。

文

書
資
料
、
民
俗
資
料
な
ど、

郷
~

来
る
十

一
月
十
五
日
か
ら
月
末
土
大
村
を
知
る
上
に
必
要
な
各
種

明

ど
ま
で
開
館
記
念
展
を
聞
き
ま
す
。
の
展
示
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
吋

入
館
料
無
料
で
す
か
ら
、
多
数

い

ーー

-
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児

健
康
相
談

月日 |場 所 ! 時 間

11 / 21萱瀬出張所 1 c) : q O~11:001 

JlL21 竹松出張所 I 1W北部
11 / 131鈴田出張所 1 9:30~11 :00 

11/141三浦診療所 113: 30~ 15:00: 

11 / 20 I福重出張所 1 q:30~11:00 

11/211松原出張所 1 9:30~11:00 

※ 11月?・14日は乳幼児検診のみ

圃
原
爆
被
爆
者
の

定
期
健
康
診
断

ω法
律
で
定
め
ら
れ
た
定
期
の
健

康
診
断
で
す
。

必
ず
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

一
般
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
特

に
受
診
し
て
下
さ
い
。

凶
国
立
大
村
病
院
、
大
村
市
立
病

院
に
入
院
中
の
方
は
病
院
で
受

診
し
て
下
さ
い
。

健
康
手
帳
に
は
病
院
で
記
入
し

保
健
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
o

m上
記
以
外
の
病
院
に
入
院
中
の

方
、
叉
は
自
宅
療
養
中
の
人
で

受
診
で
き
な
い
方
は
、
そ
の
旨

保
健
所
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

凶
住
所
、
氏
名
、
本
籍
変
更
に
つ

い
て
は
住
民
票
を
添
え
て
保
健

所
に
届
出
て
下
さ
い
。

同
死
亡
者
の
手
帳
は
届
け
と
共
に

必
ず
保
健
所
に
返
納
し
て
下
さ

詳
し
く
は
保
健
所
予
防
課

(
電

@
1
一
二
九
五
)
へ

日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

圃
妊
婦
教
室

妊
娠
中
を
元
気
に
過
し、

丈
夫

な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た
め

の
一
環
と
し
て
、

妊
婦
教
室
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
下

さ
い
。

日
時

第

一
回

目

十

一
月
十
三

日

午
後

一
時
か
ら

第
二
回
目

十
一
月
二
十
日

午
後

一
時
か
ら

場
所

大
村
保
健
所

内
容

@
第

一
回
目

母

子

保
健
法
、
妊

娠
中
の
生
活

@
第
二

回

目

産
後
の
生
活
、
栄

養
に
つ
い
て

闇
屋
外
広
告
物

コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

課
題

都
市
緑
化

(
副
題

都

市

公
園
制
度
制
定
百
周
年
)

出
品
点
数

制
限
な
し
(
た
だ
し

月日 |場所 i対象 地 域|受付時

11/12 大村保健所 古水町主、町杭出津、 || gOO~11 
13:00-14:30 

14 /ノ 諏訪、池田 川

15 木玖場島、徳泉川内、

15 H 久原 ノノ

17 11 本町 9:00-11 :00 

19 松松原並、並松、植松、9 00-11 00 
1300-1430 

21 /ノ 武部、三城、片町 11 

22 竹松 // 

24 /ノ 乾馬場、水田 9:00 -11 :00 

25 11 三浦、福重、萱瀬
9・∞-11:00
13・00-14:30

原爆被揮者定期健棄診断日程表
未
発
表
の
も
の
に
限
る
)

作
品
矧
格

形
状
意
匠
が
独
創
性

に
富
み
屋
外
に
お
け
る
広
告
物

と
し
て
環
境
の
美
化
と
広
告
効

果
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
果
し
得
る

も
の
と
し
、
次
の
規
格
に
よ
る

寸
法
平
面
で
∞D
C

霊
×
?
g
c

言

厚
さ

]
問
。
さ
ま
で

材
料
屋
外
に
お
い
て
一

年
以

上
耐
久
力
を
保
つ
こ
と

応
募
手
続

応
募
申
込
の
提
出
先

県
土
木
部
都
市
計
画
課

応
募
期
間

十
一
月
十
七
日
ま
で

搬
入
場
所

長
崎
市
公
会
堂
前
広

場

(長
崎
市
魚
の
町
)

搬
入
日
時

十

一
月
二
十
日

午
後
一
時
ま
で
に
各
自
搬
入

作
品
展
示
期
間

十

一
月
二
十
日

ー
二
十
六
日

公
会
堂
前
広
場

老
人
を
う
や
ま
い
伸
以
ゆ
く
子
ど
も
の
夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

出
品
参
加
料

無
料

催
し
も
の

園
第
時
団

長
崎
県
民
音
楽
祭

日
時

十
一
月
十
一
日
(
日
)

午
後

一
時
か
ら

場
所

市
民
会
館

入
場
料

無
料

県
下
か
ら
邦
楽
五
ス
テ
ー
ジ
と

十
五
団
体
の
マ

マ
・
コ

ー
ラ
ス
、
グ

ル
ー
プ
が
競
演
し
ま
す
。

園
小
菊
盆
栽
展

日
時

十

一
月
三
日

l
六
日

場
所

市
役
所

出
品

小
菊
盆
栽

懸
崖

大
崎
菊
鉢

五十 五
十点 f-
点 点

市

民

，~ま

ニn:.
Eさヨ
ー寸ー・

¥ーノ



骨密

昭和48年11月 1日
目1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

水
と

圃
郷
土
の
自
然
を

た
ず
ね
る
会

市
民
に
郷
土
の
自
然
を
よ
り
よ

く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
長

崎
県
地
学
会
主
催
の
地
学
野
外
教

室
が
次
の
と
お
り
聞
か
れ
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
を
か
ね
て
、
ど
な

た
で
も
気
軽
に
ど
参
加
下
さ
い
。

期
日
十
一

月
十
八
日
(
日
)

場
所

野
岳
湖
付
近

集
合
場
所
及
時
間

松
原
駅
前
、
九
時
四
十
分

樗

行

品

弁
当
、
水
筒

(
ハ
ン
マ

ー、

ル
1

ぺ
な
ど
)

不
要

参
加
費

園
大
村
文
芸
大
会

日
時

川
柳
の
部

り

-
-
胃
貝

-
-
商
田
町

ス
一
お

サ
一
¢

ン
一
力

セ
一
協

業
二

色
川
一
-

次5
 

第

お お む市政だより(5) 

十

一
月
二
十

十

一
月

一
日
は
、

全
国
い
っ

せ
い
に
漁

業
セ
ン
サ

ス
が
実
施

さ
れ
ま
す

こ
の
調

査
は、

海

面
及
び
内

水
面
の
漁

業
の
実
態

を
総
合
的

緑
と
花
に
つ
つ

一一一日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

俳
句
の
部

十
一

月
二
十
三
日

午
前
a
十
時
か
ら

短
歌
の
部

十
一
月
二
十
五
日

午
後

一
時
か
ら

会
場

中
央
公
民
館

八
短
歌
の
部
〉

雑
詠
一
種

(未
発
表
作
に
限
る
)

選
者
秦
美
穂
、
大
川
益
良
、
鈴

木
忠
次
各
先
生

送

り

先

京
町
四
十
の
五

鈴
木
忠
次
あ
て

締
切

十
一

月
十
二
日

八
川
柳
の
部
〉

宿

題

県

(
市
)
花
、
十
字
路
、

消
息
、
重
荷
、
手
作
り
、
船
蔵

(時
代
吟
)

当
日
嘱
目
吟

当
日
席
題

一
題

各
三
句

に
明
ら
か
に
し
て
水
産
行
政
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
行
わ
れ
る
も

の
で
、
昭
和
二
十
四
年
に
第
一

回

を
実
施
し
て
以
来
、
今
回
で
五
回

自
に
当
た
り
ま
す
。

近
年
の
漁
業
の
動
き
を
み
ま
す

と、

漁
業
生
産
量
は
、
昭
和
四
十

七
年
に
は
、
一
千
万
ト
ン
を
こ
え

ま
た
漁
業
生
産
額
で
も
、
昭
和
四

十
六
年
に
は
す
で
に
一

兆
円
台
に

な
る
な
ど
の
発
展
を
示
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
国

際
規
制
の
強
化
、
水
域
の
汚
染
、

忘
れ
た
き
れ
い

出
句
締
切

十
二
時

八
俳
句
の
部
〉

募
集
句
当
季
雑
詠

三
句

送
り
先
上
小
路
四
四
五

鶴
田

漁
長
又
は
古
町
五
区
五
三
八

永
松
白
葉
子

締
切

十

一
月
十
二
日

嘱
目
吟
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
に
会
場
周
辺
で
嘱
目
二
句

会
費

各
部
と
も
三
百
円

短
歌
と
俳
句
の
部
は
必
ず
募
集

匂
に
添
え
て
ど
送
付
下
さ
い
。

ス

ポ

ー
、y

聞
P
T
A
連
合

体
育
大
会

市
内
十
六
の
小
・
中
学
校
育
友

漁
業
労
働
力
の
不
足
等
の
問
題
を

か
か
え
、
漁
業
の
前
途
は
誠
に
き

び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、

政
府
は
各
種
の
施
策
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

水
産
物
の

安
定
的
か
つ
効
率
的
な
供
給
、
漁

業
従
事
者
の
福
祉
の
向
上
を
期
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
正
し
く
漁
業
の
実
態
が

は
握
さ
れ
、
そ
の
う
え
で
、

適
切

な
行
政
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

会
会
員
相
互
の
親
ぼ
く
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
の
で
多

数
ど
参
加
下
さ
い。

主
催

市
育
友
会
連
合
会

日
時

十

一
月
十

一
日

(
臼
)

午
前
九
時
三
十
分
l
十
二
時
五

十
分

(小
雨
決
行
)

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

種
目

。
ボ
ー
ル
け
り

(男
)

O
け
つ
圧
測
定

(女
)

。
百
足
競
走

(男
)

O
カ
l
ド
合
わ
せ

(混
)

O
宝
つ
り

(
混
)

。
六
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
l

(
湿
)

O
シ
ン
キ
ン
グ
ゲ

l
ム
(
混

・
全

国貝
)

国
体
力
つ
く
り
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

今
回
実
施
す
る
漁
業
セ
ン
サ

ス

で
は
、
こ
の
よ
う
な
要
請
に
こ
た

え
る
た
め
全
国
統
計
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
、
市
町
村
、

漁
業
地
区

(一

般
に
漁
業
協
同
組
合
地
区
の

範
囲
)
あ
る
い
は
、

河
川、

湖
沼

等
の
種
々
の
段
階
別
に
統
計
を
作

成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
お
忙
し
い
中
と
は
思

い
ま
す
が
、
こ
の
調
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
う
え
、
ど
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(市

憲‘1

章
)

民

…

加

入

電

話

一

万

突

破

片

記
念
に
棒
を
寄
付

w

線
機
綴
綴
綴
綴
麟
鑑
彊
瞳
置
賜
畿

級
制
鰯
織
機
鱗
級
紙
繍
鰯
線
機
織
機
畿

大
村
電
報
電
話
局
で
は
加
入
電

…

μ

線

機

機

織

膨

線

機

騒

綴

機

話

一
万
突
破
記
念
と
し
て
棒
の
巨

一

H

綴
緩
ふ
ん
マ
ヘ
J

繍
機
難
編
遡
議

Yみ
鱗
醐

M

機
線
機
毅
一
機
綴
畿
線
機
織

木
を
一

本
市
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た

山

滋

機

万げ一

離
郷
濃
盤
機
級
機

市
は
新
装
成

っ
た
市
立
図
書
館

叩

…機

叫

磁

場

欝

臨

機

の
入
口
に
植
樹
し
ま
し
た
。

~

市
民
の
体
力
を
つ
く
り、

併
せ

て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
普
及
を

は
か
る
た
め
次
の
と
お
り
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ど
参
加

下
さ
い
。

十
一
月
十
一
日
(
日
)

午
前
九
時

市
民
体
育
館

中
学
生
男
・
女

高
校
生

男

・

女

一

般

男
・
女

教

員

男
・

女

マ
マ
さ
ん
(
既
婚
者
)

ダ
ブ
ル
ス
の
み
と
す
る

競
技
方
法

各
種
目
別
の
ト

I
ナ

メ
ン
ト
戦

参
加
料
無
料

申
込
締
切
十
一
月
七
日
(
水
)

申
込
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課

市
内
玖
島
郷
二
十
五

市
教
育
委
員
会

市
パ
ド
ミ
シ
ト
ン
協
会

日
時

種場
目所

主主
管催

圃
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

み
な
さ
ん
の
体
力
つ
く
り
の
一

つ
と
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を

聞
き
ま
す
。

老
い
も
若
き
も
ふ
る

っ
て
ど
参
加
下
さ
い。

主

催

市

教
育
委
員
会
体
育
課

日
時
十
一
月
十
四
日

l
十
二
月

十
二
日
(
毎
週
水
曜
日

午
後
七
時
l
九
時
)

場
所
市
民
体
育
館

(
久
原
郷
)

申
込
み
十
一
月
十
日
ま
で
に
市

教
育
委
員
会
体
育
課
へ

電
話
か
ハ
ガ
キ
で

そ

他

の

田
無
料
法
律
相
談
会

長
崎
地
・
家
裁
大
村
支
部
と
大

村
調
停
協
会
と
の
共
同
主
催
で
無

料
法
律
相
談
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、

秘
密



(6) 

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

日
時
・
場
所

十

一
月
五
日
午
前

九
時

l
午
後
四
時
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
(
西
三
城
町
)

相
談
内
容

。
離
婚
、
相
続
、
扶
養
、
そ
の
他

男
女
関
係
、
身
分
上
の
問
題
な

ど
家
事
に
関
す
る
こ
と

。
金
銭
貸
借
、
土
地
、
建
物
、
登

記
、
ほ
か
民
事
に
関
す
る

こ
と

O
そ
の
他
の
法
律
問
題
。

りむおお市政だより

昭
和
四
十
九
年
版

田
県
民
手
帳
の予

約
受
付

昭和48年11月 1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

大
型

?
?
s
×
ニ
・
日量

小
型
?
?
ヨ
H

，X

H
0

・DS

表

紙

ビ

ニ
ー
ル
シ
l
ト
さ
し

込
式
(
名
刺

・
定
期
券
入
)

高
級
製
本
二
色
刷

申
込
先

市
総
務
課

期
日
十
一
月
十
日
(
土
)

頒

価

大

型

二
百
三
十
円

小

型

百

五
十
円

様
式

圃
特
設
人
権
相
談
所

農
地
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸
借

戸
籍
、
登
記
、
相
続
、
扶
養
そ
の

他
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
で
心
配
さ

れ
て
い
る
人
ゃ
、
理
由
な
く
無
理

を
強
い
ら
れ
た
り
、
人
格
を
無
視

吉
れ
た
り
し
て
悩
ん
で
お
ら
れ
る

人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
と
お
り
無
料
で
人
権
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時

十

一
月
七
日

午
前
十
時

l
午
後
三
時

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

士嘉

所
圃
納
税
者
の

声
を
聞
く
旬
間

諌
早
税
務
署
で
は
今
年
も
十

一

月
一
日
か
ら
十

一
月
十
日
ま
で
を

「納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
」

と

し
巡
回
税
務
相
談
や
納
税
表
彰
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

園
市
営
住
宅

一
月
末
完
成
予
定

建
設
場
所
及
び
戸
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

。
久
原
団
地

一
月
末
完
成
予
定

ム
第
二
種
簡
耐
平
家
建
十
戸

ム
第
一
種
簡
耐
二
階
建
十
八
戸

。
池
出
ア
パ

ー
ト

二
月
末
完
成
予
定

ム
第
二
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

十
六
戸

。
竹
松
ア
パ
ー
ト

一一月
末
完
成
予
定

ム
第

一
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

二
十
四
戸

応
募
要
領
な
ど
、
く
わ
し
く
は

十
二
月
一
日
発
行
の
市
政
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
各
住
宅
と
も
駐
車
場
の
設

備
は
あ
り
ま
せ
ん
。

園
郵
便
番
号
簿
を
配
布

郵
便
局
で
は
、
四
十
八
年
度
版

郵
便
番
号
簿
を
各
家
庭
に
配
布
し

て
お
り
ま
す
。

転
入
な
ど
で
、
ま
だ
配
布
を
受

け
て
お
ら
れ
な
い
家
庭
は
最
寄
り

の
郵
便
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
れ

ば
お
渡
し
し
ま
す
。

郵
便
局

圃
観
光
ミ
カ
ン
園
ヘ

ど
う
ぞ

大
村
荷
を
眼
下
に
見
お
ろ
す
景

勝
の
地
三
浦
に
観
光
ミ
カ
ン
園
が

で
き
ま
し
た
。

場
所

市
農
協
三
浦
支
所
周
辺

入
園
料

大
人
三
百
円

小
学
生
ま
で
二
百
円

申
込
み

市
農
協
三
浦
支
所

電
①
1

三
三
二

※
な
お
貸
ミ
カ
ン
園
も
あ
り
ま
す

国
造
林
申
請
を
受
付

大
村
市
森
林
組
合
で
は
四
十
八

年
毘
の
造
林
申
請
を
次
の
日
程
で

受
付
を
行
い
ま
す
。
造
林
を
計
画

さ
れ
て
い
る
方
は
皐
自
に
申
請
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ーー
公

害

や

交

通

事

故

右

起

こ

さ

ぬ

よ

う 松
原
地
区
十
一
月
十
三
日

午
前
十
時

l
十
一
時

松
原
出
張
所

福
重
地
区
十

一
月
十
三
日

午
後
一
時

l
二
時
三
十
分

福
重
出
強
所

萱
瀬
地
区
十
一
月
十
四
日

午
前
十
時
l
十
二
時

萱
瀬
出
張
所

竹
松
、
西
大
村
、
大
村
地
区

十
一

月
十
四
日

午
後

一
時
l
五
時

森
林
組
合
事
務
所

鈴
田
地
区

十

一
月
十
五
日

午
前
十
時

l
十
一
時
三
十
分

鈴
田
出
張
所

三
浦
地
区

十
一
月
十
五
日

午
後
一
時
i
二
時
三
十
分

三
浦
出
張
所

な
お
申
請
時
に
は
必
ず
次
の
点

に
ど
留
意
下
さ
い
。

①
造
林
地
字
名
、
番
地
、
地
積
苗

木
樹
種
数
量
を
明
確
に

①
予
納
金
苗
木

一
本
に
付
き
五
円

③
印
鑑
は
必
ず
持
参
の

こ
と

④
そ
の
他
緑
化
樹
林
業
肥
料
の
受

付
も
同
時
に
行
う
。

③

特
号

十
五
K
入

八

百

八
十
円

も
し
最
寄
の
場
所
で
支
障
の
あ

る
場
合
は
森
林
組
合
事
務
所
へ
申

込
ん
で
下
さ
い
。

電

ωー
八
二
三
八

は て 付 側今 し 戦
、白い近 の富て国 福
昔水 る)一城 、時重
、寺 。が 隅 の 数 代 出

禅 に 白 ( 跡多 、張
宗 つ 水現でく大所
のい 寺在あの村の
寺て の 松る史領裏
が、 跡本が話内山
あ 郷 と 寅 、をの ー
り村 いーそ 秘本帯
、記 わ氏のめ 域は

郡 lζ れ 宅東 たと

大
村
の
社
寺

(ら)

郡
七
山
の
一
つ

白
水
寺
跡

に
つ

と
め
ま
し

ょ甲つ。

七
山
の

一
つ
と
い
わ
れ
て
い
た
。
一

境
内
に
、
第
十
七
代
領
主
大
村

一

す
み
あ
き

純
前

(天
文
二
十
年
没
)
の
墓
が

一

あ
っ
た
が
、

天
正
二
年

(
一
五
七

一

四
年
〉
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ

っ
て
、
一

寺
と
共
に
取
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
一

そ
の
跡
に
、
正
保
四
年

(一

六

一

四
六
年
)
時
の
家
老
大
村
彦
右
衛

一

円
が
観
音
堂
を
建
て
、
千
手
観
音

一

を
祭

っ
た
。
文
政
十
一
年

(一

八
一

二
八
年
)
大
風
の
た
め
倒
壊
し
た
一

の
で
、
翌
十
二
年
、
石
澗
を
再
建
一

し
た

と

あ

る

。

一

前
号
で
紹
介
し
た
延
命
寺
縁
起

一

の
中
に
も
、
大
村
家
二
代
清
治
の

一

頃
の
こ
と
を
記
録
し
た
な
か
に
白
一

水
寺
の
名
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
一

世

ん

じ

ゃ

〈

一

付
近
に
は
古
い
温
石
の
石
碑
が
残
一

っ
て
お
り
、
何
れ
に
し
て
も
、
そ
一

の
古
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
と
の
一

土
地
で
は
「
は
く
せ
ん
じ
」
四と
も
一

呼

ん

で

い

る

。

一

な
お
、
千
手
観
音
と
は
、
世
の
一

す
べ
て
の
人
々
を
救
済
す
る
た
め
一

に
千
の
手
と
千
の
目
を
得
ょ
う
と
一

せ

い

が

ん

ぽ

き

つ

白

誓
願
し、

菩
薩
と
な

っ
た
仏
様
で
一

安
産
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
の
願

一

い
ご
と
を
す
る
習
わ
し
が
あ
る
。
一

白
水
寺
跡
の
観
音
は
今
も
祭
主

一

松
本
氏
が
手
厚
く
祭
り
、
付
近
に

一

そ

A
す
う

一

は
尊
崇
の
信
者
も
多
い
と
い
う
。
一

市

民

憲

音
十
)
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